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研究成果の概要（和文）： 
神戸市では 2007 年から神戸大学の学生を中心とした NPO ごみじゃぱん（Gomi-jp）が社

会実験を行っている。この社会実験では、学生が実験店舗から容器包装ごみの少ない商品

を選定し、様々なメディアを用いて消費者に省包装装商品の情報を発信し、購入を促す活

動を行っている。本研究では、この社会実験およびパブリックマーケティングアプローチ

（PMA）を通じて，消費者の意識や省包装商品の需要にどのような影響を及ぼすのかを統

計データを用いて分析した。推定結果より、省包装商品に対する消費者の需要があること、

PMA による実験は容器包装ごみの発生抑制に有効であることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In Kobe city, NPO Gomi-jp that centers around the students of Kobe University has carried out 
the social experiment since 2007. They choose products with reduced packaging from an 
experimental store, and they send the consumers the information related to these products via 
various media and encourage purchase of the products. This study using several statistic data set 
analyzed whether the demand for the products with reduced packaging are affected by Public 
Marketing Approach (PMA). From the empirical results, we confirmed the existence of consumers 
demand for the products with reduced packaging, and the PMA was shown to be the effective for 
the reduction of packaging waste generation. 
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１．研究開始当初の背景 
既存研究では消費者あるいは企業の環境

配慮意識や行動に関する分析が個別に行わ
れていたが、本研究ではそれらを一体化して
分析することを重要と考え、実際に行われる
フィールド実験から得られる双方のデータ
を計量的に分析することを検討した。消費者
の意識・行動に関する既存研究は、あくまで
仮想的な内容のアンケート基づくものであ
り、環境に対する意識の変化が実際の行動に
どう結びつくかを明示的に分析した研究で
はない。また、企業の行動に関する既存研究
では、企業の行動を投資家が評価するという
一方向の動きを分析しており、逆方向（消費
者の行動変化⇒企業の意識・行動の変化）の
動きに対する視点が抜けている。実際の意識
と行動との繋がりを分析するならば、より現
実的な政策提言が可能となる。 

本研究ではこのギャップを埋めるために
パブリック・マーケティング・アプローチ（以
下、PMA）という手法を用いた社会実験をお
こなう。PMA とは「社会課題に対する目標を
政治的な場で合意した後に実施するのでは
なく、具体的な社会課題に対する解決モデル
を有するグループが行動を起こし、市場での
デファクトスタンダードを獲得することで、
社会課題の解決を目指すアプローチ」という
ものである。この社会実験は、NPO ごみじゃ
ぱん（以下、Gomi-jp）を中心に行われ、容
器包装が減量化されている商品を「減装（へ
らそう）商品」と推奨し、賛同するメーカー・
流通企業と協働で、生活者に「包装ごみ」を
意識させ、容器包装を簡易化した購買スタイ
ルを定着させる運動を行っている。 
Gomi-jpによる社会実験は2007年から開始

されており、申請者は初年度から継続的にデ
ータ分析に携わっている。減装実験は、2007
年度は 1か月間、2008 年度は 3か月間、そし
て 2009 年度は 1 年間実施されている。申請
者は、一連の分析を体系化するためにも、研
究期間内に以下の内容を明らかにしたいと
考えている。 
 
２．研究の目的 

本研究では、PMA による社会実験の影響を
経済学的な視点から分析する。分析では、簡
易包装商品の購入を促す社会実験に対して、
「環境関連の社会実験によって消費者の意
識に変化は生じるか」「消費者の意識の変化
は実際の購買行動に結びつくか」「環境関連
の社会実験の実験店舗側の従業員の意識に
変化は生じるか」「社会実験で取り上げられ
た流通、メーカーに対して市場はどう評価す
るか」といった 4点に焦点を当て、アンケー
ト調査のデータ、POS データおよび株価デー
タを用いた計量分析を行う。 

 
３．研究の方法 
本研究課題に関する 4つの分析について、以
下の研究を行う。なお、本研究課題では 2009
年度の実験データを対象とする。 
 
(1) 「消費者の減装商品（省包装商品）に対
する意識の変化」に関する分析 
来店客に対して、実験前後に出口調査（ア

ンケート調査）を行う。このアンケート調査
の質問項目には、減装ショッピングに関する
知識、魅力度合い、参加店舗・メーカーに対
する好感度などの質問に加えて、社会実験で
減装商品に関する情報を与える前後に消費
者が示す支払い意志額（Willingness to pay: 
WTP）を求める質問も行う。また、社会実験
前（2009 年 9月）に実施される同様のアンケ
ート調査の結果と①の結果を比較する。得ら
れた WTP を従属変数として、WTP を説明する
規定要因とは何かを分析する。説明変数には、
環境に対する認識、普段のお買い物の頻度、
簡易包装商品の購入回数、キャンペーンの認
知度・魅力度などを説明変数として含める。 
 
(2)「消費者の意識の変化が実際の減装商品
にもたらす購買行動への影響」に関する分析 
消費者の意識の変化が実際の購買行動に

繋がるかどうかを確認するために、POS デー
タを用いて減装商品に対する需要分析を行
う。需要側の分析については、2008 年度の実
験期間は 3ヶ月間と短期であったが、2009 年
度は１年間と長期間実施することから、長期
間の観測・分析が可能になると考えられる。 
 
(3)「実験店舗の従業員における意識の変化」
に関する分析 
流通企業（実験店舗）と地元住民が共に社

会実験に取り組むことから、実験を通じて、
従業員の意識（モチベーション）に変化が生
じるかどうかをアンケート調査から得られ
たデータを用いて統計分析を行う。 
 
(4)「実験店舗・参加メーカーに対する市場
評価」に関する分析 
イベント・スタディという手法を用いて、

社会実験に参加した企業に対する市場評価
を分析する。 
 
 
４．研究成果 
本研究は、3R政策の中でもリデュースに焦

点を当てた社会実験である「減装実験」およ
び「PMA」の影響について経済学的な視点か
ら分析することを目的としている。本研究課
題の成果は、分析別に以下のようにまとめる。 
なお、(3)と(4)の分析については、本研究の



中心課題が(1)と(2)の分析であると考え、研
究期間内で分析の取捨選択を行った結果、最
終的に(1)と(2)の分析に従事することにし
た。 
 
(1) 「消費者の減装商品（省包装商品）に対
する意識の変化」に関する分析 
実験店舗の来店客を対象に、期間を分けて対
面調査を実施した。加えて、店頭では聞きづ
らい所得・学歴等の質問を加えたインターネ
ットによる全国調査も行った。この調査は減
装商品に限定せず、「省包装商品（対象：詰
め替えシャンプー）」に対する消費者の支払
い意思額（WTP）を明らかにすることで、省
包装商品が市場でどの程度の価格競争力を
持つのか、そのような商品を好む人の属性は
どのようなものかを明らかにすることを目
的とした。 

分析結果より、省包装商品に対する WTP は
2.639 円であること、「普段から詰め替えシャ
ンプーを購入する」「ごみ袋有料化が実施さ
れている地域に居住する」等の属性を持つ人
に関して、より高い WTP を持つことが明らか
となった。この研究に関しては、2011 年度に
学会報告を行い、論文は海外査読雑誌に投稿
済みである。 
 
(2) 「消費者の意識の変化が実際の減装商品
にもたらす購買行動への影響」に関する分析 

本分析では 2009 年～2010 年の実験データ
を分析対象としていたが、実験期間が 1年間
と長期であったこともあり、実験店舗におけ
る POP（実験期間中に当該商品が減装商品で
あることを示すラベル）の管理体制に不備が
見られ、当該実験のデータで十分な検証が得
られなかった。そのため、(2)の検証データ
として、管理体制が十分整っていた前年度の
2008 年の POS データを用いることにした。 
 2008 年度の社会実験では、3か月の実験期
間を設け、1 ヶ月目は「認知の拡大」を、2
ヶ月目では「理解の深化」を、3 ヶ月目では
「行動の定着の確認」をテーマに、様々な情
報媒体による情報提供やイベントを通じて、
実験内容・趣旨の説明を行った。この実験の
POS データ（生活雑貨のみ）によってパネル
分析を行った結果、以下の 3点が明らかとな
った。 
①省包装商品の販売は売上高に対して正の
影響がある。 
②2 ヶ月目と 3 カ月目に統計的に有意な正の
効果が見られたが、時間が経つほど（＝3 カ
月目）有意性は高い。 
③シャンプーや洗剤など推奨理由が詰め替
えである商品は効果が表れやすい。 

したがって、社会実験による購買行動への
影響は概ね正の効果が得られるということ
が示された。今後は、これらの分析結果の頑

健性をチェックした上で論文として投稿す
る予定である。 
 
上記の分析以外では、環境負荷低減という

目標に対する新しい政策手段であると考え
られる PMA に関して、従来の政策手段におけ
る PMA の位置づけ、特徴、利点、問題点など
をまとめた論文を執筆した。この論文につい
ては、国内雑誌に投稿する予定である。 
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